
 
                                                                                       
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

来
年
４
月
か
ら
導
入
予
定
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

は
、
保
険
料
の
取
立
て
を
厳
し
く
す
る
一
方
、
７
５
歳
以
上
と

い
う
年
齢
で
区
切
り
、
医
療
内
容
ま
で
も
別
立
て
に
す
る
こ
と

を
狙
っ
て
い
る
制
度
で
す
。 

 

保
険
料
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
、
不
安

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
東
京

都
広
域
連
合
が
、
厚
労
省
の
試
算
（
７
万

４
千
円
）
を
大
幅
に
上
回
る
試
算
を
公

表
。
広
域
連
合
間
の
格
差
調
整
の
国
の
補

助
金
ご
と
に
保
険
料
を
想
定
し
た
も
の

で
、
そ
の
額
は
平
均
年
額
１
５
万
５
千
円

か
ら
９
万
６
千
円
に
も
な
り
ま
す
。 

保
険
料
は
、
年
金
月
額
が
１
万
５
千
円

以
上
の
場
合
、
介
護
保
険
料
と
と
も
に
年

金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
、
以
下
の

場
合
は
、
納
付
通
知
書
に
よ
り
窓
口
徴
収

（
普
通
徴
収
）
さ
れ
ま
す
が
、
す
で
に
こ

の
方
法
を
導
入
し
て
い
る
介
護
保
険
で

は
本
市
の
場
合
、
普
通
徴
収
で
常
時
４
０

０
か
ら
５
７
０
名
も
の
滞
納
者
が
発
生

し
て
い
ま
す
。 

     

負
担
増
で
苦
し
む
高
齢
者
に
と
っ

て
、
高
額
な
保
険
料
は
医
療
ま
で
も
奪
い

取
る
も
の
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
新
制
度

で
は
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
保
険
証

は
取
り
上
げ
ら
れ
、
代
わ
り
に
窓
口
で
１

０
割
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
資
格

証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
者
や
被
爆
者
と
並

ん
で
高
齢
者
へ
の
資
格
証
明
書
の
発
行

は
禁
止
（
国
保
法
）
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

医
療
を
奪
わ
れ
た
ら
直
ち
に
命
に
か
か

わ
る
か
ら
で
す
。
医
療
な
し
で
は
生
き
て

い
け
な
い
高
齢
者
か
ら
の
保
険
証
取
り

上
げ
は
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
そ
の
も
の

で
す
。
元
木
美
奈
子
市
議
は
９
月
議
会
で

対
象
人
数
や
保
険
料
な
ど
を
明
ら
か
に

＜意見書に対する態度一覧＞ 
賛成：４名 

元木美奈子、井原めぐみ、みせ麻里（共

産党）広瀬明子（無会派） 

反対：１６名 

高津和夫、田村耕作（公明党） 

辻田明、山崎次雄、深作勇、末益隆志、

宝新、宮坂奈緒（きらり青山会） 

平野芳子、小泉芳雄、岡本善徳、西山幸

男、鈴木家康、西川善純（政風会） 

折本ひとみ、堤昌也（明日のうらやす） 

 

  
 
  
 
 

「反対側の歩道には街灯があるのにこちら側には街灯

がない、なぜ？」「夜道が暗い、街灯をつけてほしい」と

いうご要望をいただきました。 

日本共産党は、現地に出向き調査をするとともに今月１

０日、市道路管理課に整備を要請しました。 

若潮通りに沿った当該歩道は、千葉県が管理責任者とな

っていますが、県はこれ以上の照明は必要なしとの判断で

す。そのため市が負担して、反対側の歩道には総合公園ま

での間に４６本の電柱を利用した街灯を設置してきまし

た。しかし、要望のあった場所には、街灯がありません。 

 

 

 

 

 

 

道路管理課は「電柱を利用で 

きれば整備しやすいが、照度を 

調査して設置基準を満たすのか 

どうかを調査します。基準内で 

あれば設置します。」と回答し 

ました。 

す
る
こ
と
や
早
く
市
民
に
知
ら
せ
る
よ
う
求

め
ま
し
た
が
、
人
数
把
握
は
来
年
１
月
中

旬
、
大
ま
か
な
保
険
料
な
ど
は
１
１
月
の
千

葉
県
広
域
連
合
議
会
に
示
さ
れ
る
と
答
え
る

に
止
ま
り
広
報
な
ど
で
知
ら
せ
る
と
答
弁
。 

ま
た
元
木
美
奈
子
市
議
は
「
市
は
厚
労
省

の
指
導
の
枠
を
超
え
て
国
保
で
も
介
護
保
険

で
も
保
険
者
と
し
て
の
主
体
性
を
発
揮
し
て

き
た
」
と
主
張
し
、
独
自
の
保
険
料
軽
減
措

置
を
採
る
よ
う
要
求
。
市
民
経
済
部
長
は
法

解
釈
上
、
で
き
な
い
仕
組
み
で
あ
る
と
答
え

ま
し
た
が
、
導
入
で
き
な
い
の
か
ど
う
か
「
調

査
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
」
と
答
弁
。 

 

日
本
共
産
党
は
９
月
議
会
で
は
保
険
者

で
あ
る
千
葉
県
広
域
連
合
が
来
年
４
月
か

ら
の
実
施
に
向
け
、
す
で
に
動
い
て
い
る

た
め
、
可
能
な
限
り
住
民
要
求
を
ふ
ま
え

た
制
度
と
す
る
た
め
質
問
し
、
さ
ら
に
①

高
齢
者
の
生
活
実
態
に
即
し
た
保
険
料
に

す
る
こ
と
、
②
資
格
証
明
書
を
発
行
し
な

い
こ
と
、
③
保
険
料
と
医
療
費
の
一
部
負

担
金
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
案
を
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
議
会
は
、
提
案
者
（
元

木
美
奈
子
議
員
）
へ
の
質
疑
や
討
論
も
な

し
で
無
言
の
ま
ま
否
決
し
ま
し
た
。 

 

政
府
・
与
党
が
一
部
凍
結
を
言
い
始

め
る
ほ
ど
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
は
実
施
の
中
止
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
請
願
署
名
に
ご
協
力
下
さ
い
。 
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元木美奈子 
入船４－３７－１４ 

☎３５５－８５２６ 

minamotonton@ 

井原めぐみ 
東野２－８－１３ 

☎３５３－４７３０ 

i_megumi@d8. 
dion.ne.jp 

 

美勢 麻里 
北栄 2-3-16-203 

☎３５４－９２６９ 

m5mise@jcom. 
home.ne.jp 


